
（2）2019年5月15日第193号

東
京
医
労
連
は
、
3
〜
5
月
を
組
織
拡
大
月
間
と
し
、
組

織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
早
朝
宣
伝
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
の
取
り
組
み
強
化
で
、
今
年
こ
そ
7
月
の
大
会

を
増
勢
で
迎
え
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

19
港
湾
春
闘
は
、
2
月
19
日

の
要
求
提
出
以
降
、
7
回
の
団

交
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
解
決

し
て
い
ま
せ
ん
。

大
き
な
争
点
は
、
産
別
最
賃

で
す
。
業
界
団
体
で
あ
る
日
本

港
湾
協
会（
日
港
協
）が
、「
独

占
禁
止
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
の
理
由
で
、
統
一
回

答
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
す
。

全
国
港
湾
（
全
国
港
湾
労
働

組
合
連
合
会
）、
港
運
同
盟（
全

日
本
港
湾
運
輸
労
働
組
合
同

盟
）
は
、
日
港
協
の
姿
勢
は
産

別
交
渉
体
制
を
否
定
す
る
も
の

と
し
て
、
強
く
抗
議
し
、
姿
勢

を
改
め
る
こ
と
を
求
め
て
、
3

月
31
日（
日
）と
4
月
7
日（
日
）

に
ス
ト
ラ
イ
キ
（
休
日
出
勤
拒

否
）
を
決
行
し
ま
し
た
。
4
月

11
日
の
第
6
回
の
団
交
で
も
、

日
港
協
の
姿
勢
に
変
化
が
な

く
、
4
月
14
日
（
日
）
と
15
日

（
月
）
も
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

組
合
側
は
一
方
で
、
中
央
労

働
委
員
会
の
斡
旋
を
申
請
し
、

第
3
者
機
関
の
判
断
を
求
め
ま

し
た
。
2
月
15
日
に
斡
旋
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、「
団

体
交
渉
に
お
け
る
使
用
者
の
行

為
は
、
公
正
取
引
委
員
会
競
争

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
『
人
材
と

競
争
政
策
に
関
す
る
検
討
会
報

告
書
（
平
成
30
年
2
月
15
日
）
』

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
独
占
禁
止
法
上
の
問
題
と

は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
た

め
、
労
使
双
方
は
、
産
業
別
最

低
賃
金
に
つ
い
て
真
摯
に
協
議

を
行
い
、
そ
の
解
決
に
努
め
る

こ
と
」
。

4
月
9
日
の
斡
旋（
委
員
会
）

で
、
組
合
側
は
受
諾
を
表
明
し

ま
し
た
が
、
日
港
協
は
、
受
諾

で
き
な
い
と
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
事
実
上
、
斡
旋
は

不
調
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

今
後
の
労
使
の
対
応
を
見
定
め

る
必
要
か
ら
、
改
め
て
第
4
回

斡
旋
（
委
員
会
）
を
行
う
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

港
湾
産
別
最
賃
は

産
別
協
定
の
根
幹

15
春
闘
に
お
い
て
港
湾
産
別

最
賃
16
万
4
千
円
を
締
結
し
た

の
を
最
後
に
、
産
別
最
賃
の
締

結
は
4
年
間
、
見
送
ら
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
賃
金
交

渉
は
、
労
働
者
す
べ
て
の
根
幹

で
あ
り
、
団
体
交
渉
に
お
い
て

賃
金
の
回
答
が
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
港
湾
産
別
協
定
の
否
定

と
受
け
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。万

一
、
港
湾
産
別
協
定
が
破

棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
事

前
協
議
の
崩
壊
、
賃
金
・
休
日

就
労
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
も

維
持
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ト
ラ

イ
キ
を
打
っ
て
で
も
、
産
別
協

定
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。

（
5
／

8
記
。
5
／

9
に
第
8
回

中
央
港
湾
団
交
が
あ
り
ま
す
）

三鷹市にある井之頭病院前（3/26早朝）

3
か
月
間
の
「
月
間
」
の
中

で
も
4
月
は
特
別
。
比
較
的
大

き
な
医
療
機
関
で
は
、
新
入
職

員
が
一
斉
に
入
っ
て
く
る
か
ら

で
す
。
日
本
医
労
連
全
体
で
み

る
と
、
年
間
拡
大
数
の
半
数
を

こ
の
時
期
に
行
っ
て
お
り
、
新

人
1
0
0
％
加
入
を
目
標
に
掲

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
医
労
連
で
は
、
昨
年
開

始
し
た
「
早
朝
宣
伝
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
今
年
も
行
い
、

加
盟
す
る
各
組
合
の
取
り
組
み

促
進
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
試

み
て
い
ま
す
。
加
盟
組
織
の
あ

る
医
療
機
関
の
門
前
な
ど
で
、

始
業
前
の
早
朝
宣
伝
を
行
っ
た

組
合
に
は
、
1
回
（
1
日
）
に

つ
き
、
1
0
0
0
円
を
補
助
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
宣
伝

は
な
る
べ
く
人
目
に
付
く
よ
う

に
、
と
特
製
の
横
断
幕
も
準
備

し
て
取
り
組
み
を
加
速
。

大
病
院
の
少
数
組
合
な
ど
で

は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
配
る
た
め
の

1
回
5
0
0
部
な
ど
の
紙
代
の

捻
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
し
、
配

り
手
を
揃
え
る
の
も
一
苦
労
。

そ
ん
な
悩
み
を
少
し
で
も
解
消

し
、
見
え
る
組
合
活
動
を
行
う

た
め
に
編
み
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
す
。
東
京
医
労
連
本
部

に
宣
伝
予
定
や
必
要
な
応
援
人

数
な
ど
を
書
き
込
ん
だ
申
し
込

み
用
紙
を
送
る
と
、
い
つ
ど
こ

で
宣
伝
が
計
画
さ
れ
、
応
援
の

要
・
不
要
も
一
目
瞭
然
。
本
部

や
各
組
合
の
専
従
者
や
近
隣
の

組
合
員
を
中
心
に
支
援
体
制
を

組
み
、
全
体
で
励
ま
し
合
い
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
雰
囲
気
を
産
別
全

体
で
作
り
上
げ
る
中
で
、
新
人

歓
迎
の
企
画
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
か
、
退
勤
時
間
調
査
の
取
り

組
み
も
行
お
う
な
ど
、
相
互
支

援
も
含
め
た
労
働
組
合
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

早
朝
宣
伝
は
、
昨
年
の
春
は
延

べ
1
2
1
ヶ
所
、
秋
の
月
間
は

1
3
0
ヶ
所
で
行
っ
て
お
り
、

今
春
も
4
月
ま
で
で
す
で
に
1

0
5
ヶ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

長
期
に
わ
た
り
、
組
織
減
少

が
続
い
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、

東
京
医
労
連
で
は
、
組
織
強
化

と
拡
大
の
課
題
を
正
面
に
据
え

る
議
論
と
実
践
を
重
ね
、
取
り

組
み
を
強
化
す
る
組
合
が
増
え

て
い
ま
す
。
昨
年
の
4
月
の
拡

大
数
は
2
3
2
人
で
し
た
が
、

今
年
は
拡
大
数
3
0
0
人
に
到

達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
勢
い
に

乗
っ
て
、
5
月
も
旺
盛
な
組
織

拡
大
を
、
と
大
奮
闘
が
続
い
て

い
ま
す
。
行
動
す
れ
ば
仲
間
が

増
え
ま
す
。仲
間
が
増
え
れ
ば
、

組
織
全
体
が
元
気
に
な
る
し
、

な
に
よ
り
要
求
実
現
の
最
大
の

保
障
は
、
要
求
に
団
結
し
た
数

の
力
、
数
が
増
え
れ
ば
組
合
の

力
は
そ
れ
だ
け
増
し
ま
す
。

「
労
働
組
合
に
入
っ
て
、
安

全
で
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
も
入
れ

ま
す
。
」

他
の
誰
か
が
代
わ
っ
て
や
っ

て
は
く
れ
な
い
労
働
組
合
の
宣

伝
と
対
話
。
東
京
医
労
連
は
引

き
続
き
、
組
織
強
化
と
拡
大
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
。
運
動
を
底

か
ら
支
え
る
労
働
者
教
育
も
並

行
し
、
学
び
な
が
ら
た
た
か
う

集
団
へ
奮
闘
は
続
き
ま
す
。

第7回中央港湾団交（4/24）

労
働
法
制
中
央
連
絡
会
、
自

由
法
曹
団
、
全
労
連
は
4
月
19

日
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
第
4

回
「
働
き
方
改
革
」
一
括
法
批

判
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

批
判
検
討
会

で
は
、
3
団
体

が
安
倍
「
働
き

方
改
革
」
の
欺

瞞
性
を
明
ら
か

に
し
、
対
抗
軸

と
な
る
法
制
度

改
正
要
求
を
協

議
し
て
き
ま
し

た
。
最
後
と
な

る
第
4
回
は
、

総
括
的
報
告
と
政
府
の
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
関
連
法
」批
判
、

政
府
の
検
討
会
で
議
論
が
す
す

む
「
解
雇
の
金
銭
解
決
」
に
つ

い
て
、
報
告
と
特
別
発
言
で
深

め
ま
し
た
。

総
括
報
告
は
、
中
連
・
伊
藤

圭
一
事
務
局
長
（
全
労
連
）
が

行
な
い
、
「
労
働
時
間
法
制
の

見
直
し
」「
名
ば
か
り
同
一
労
働

同
一
賃
金
」「
雇
用
さ
れ
な
い
働

き
方
」
に
つ
い
て
、
使
え
る
部

分
の
活
用
と
職
場
で
の
対
応
、

法
改
正
要
求
な
ど
を
解
説
し
ま

し
た
。
緊
急
課
題
で
あ
る
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
法
」
の
実
効

性
確
保
、
解
雇
の
金
銭
解
決
制

度
の
問
題
も
学
習
し
ま
し
た
。

4
月
24
日
、
都
民
連
（
都
民

要
求
実
現
全
都
連
絡
会
）
な
ど

の
主
催
で
「
19
年
度
東
京
都
予

算
学
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
都
は
、
「
東
京
の
『
稼

ぐ
力
』
を
戦
略
的
に
高
め
る
」

た
め
に
、
世
界
か
ら
投
資
を
呼

び
込
む
成
長
戦
略
を
展
開
す
る

と
し
て
い
ま
す
。学
習
会
で
は
、

喜
入
肇
氏
（
東
京
自
治
労
連
書

記
長
）
、
安
達
智
則
氏
（
都
留

文
科
大
講
師
）
が
、
都
の
成
長

戦
略
に
深
く
関
わ
る
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
構
想
を
中
心
に
、
批
判

的
に
解
説
。
都
知
事
選
や
今
後

の
要
求
運
動
に
活
か
す
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
労
働
会
館
内（
4
／
24
）

「解雇の金銭解決制度」につい
て報告する青龍美和子弁護士
（壇上 4/19 ラパスホール）

東
京
春
闘

東
京
都
中
小
企

業
団
体
中
央
会
と
懇
談

4
月
15
日
、
東
京
春
闘
共

闘
会
議
は
、
東
京
都
中
小
企

業
団
体
中
央
会
と
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
東
京
春
闘
か
ら

は
7
人
が
参
加
し
、
中
央
会

・
労
働
課
の
鈴
木
課
長
と
相

川
主
査
が
対
応
を
し
ま
し

た
。
東
京
春
闘
の
最
低
賃
金

と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充

の
要
求
や
、
消
費
税
10
％
増

税
、
「
働
き
方
改
革
」
へ
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
し
ま
し
た
。
中
央
会
か

ら
は
、
「
働
き
方
改
革
」
に

よ
る
制
度
の
徹
底
や
36
協

定
、
就
業
規
則
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
の
考
え
方
や
活
動

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

公
務
員
の
賃
金
問
題
等
で
要

請
行
動

4
月
19
日
に
、
内
閣
人
事

局
、
人
事
院
、
特
別
区
人
事

委
員
会
、
4
月
24
日
は
、
東

京
都
人
事
委
員
会
に
、
賃
金

・
昇
格
等
の
改
善
、
非
常
勤

職
員
制
度
の
抜
本
改
善
、
高

齢
期
雇
用
・
定
年
延
長
、
労

働
時
間
短
縮
・
休
暇
制
度
等

の
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
に
つ

い
て
、
要
請
し
ま
し
た
。
最

賃
と
初
任
給
の
問
題
や
、
定

年
延
長
の
早
期
実
現
、
再
雇

用
格
差
是
正
の
必
要
性
等
を

訴
え
ま
し
た
。

地
評
女
性
セ
ン
タ
ー
学
習
会

＆
宣
伝
行
動

4
月
28
日
、
東
京
地
評
女

性
セ
ン
タ
ー
主
催
の
学
習
会

を
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
カ

デ
ミ
ー
文
京
地
下
1
階
会
議

室
で
開
催
し
、
44
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
全
労
連
・
国
際

局
長
の
布
施
恵
輔
氏
を
招
い

て
、
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
や
諸
外
国
か

ら
み
た
日
本
の
働
き
方
〜
私

た
ち
の
働
き
方
を
変
え
よ
う

〜
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
ま

し
た
。
学
習
会
終
了
後
、
後

楽
園
駅
前
で
宣
伝
行
動
を
実

施
し
、
チ
ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ

シ
ュ
2
3
0
個
を
配
布
し
ま

し
た
。

国
民
平
和
大
行
進
が
ス
タ
ー

ト
5
月
6
日
、
2
0
1
9
年

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行

進（
同
実
行
委
員
会
主
催
）の

東
京
―
広
島
コ
ー
ス
、
北
海

道
―
東
京
コ
ー
ス
、
四
国
コ

ー
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
東

京
―
広
島
コ
ー
ス
は
、
江
東

区
・
夢
の
島
公
園
に
て
出
発

集
会
を
開
催
し
、
7
0
0
人

が
参
加
。被
爆
地
・
広
島
を
め

ざ
し
、参
加
者
は「
核
兵
器
な

く
そ
う
」
と
ピ
ー
ス
コ
ー
ル

を
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
東
京
ジ
ャ
ッ
ク
第

1
回
実
行
委
員
会
を
開
催

例
年
秋
ご
ろ
に
新
宿
や
渋

谷
な
ど
繁
華
街
で
青
年
が
集

ま
り
大
宣
伝
行
動
な
ど
を
行

っ
て
い
る
東
京
ジ
ャ
ッ
ク
の

2
0
1
9
年
度
第
1
回
実
行

委
員
会
を
5
月
8
日
、
東
京

労
働
会
館
内
で
開
催
し
ま
し

た
。
誰
に
向
け
て
ど
ん
な
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
か
な

ど
を
中
心
に
自
由
討
論
。
今

年
も
、
宣
伝
行
動
へ
の
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
9
月
上

旬
に
プ
レ
企
画
を
開
催
す
る

東京医労連

組
織
拡
大
・
強
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を
正
面
に
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え

早
朝
宣
伝
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「働き方改革」
一括法批判検討会
労働法改正要求を協議

産別最賃の回答を求め
ストライキ決行

港湾労働者

東
京
都
予
算
学
習
会
を
開
催


